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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  基台部、柱状部、シート受部を備えた複層化支持材であって、
複層化支持材は横断面形状において、
基台部が、下方に湾曲空間を備えた板状の拡幅部材からなり、
柱状部が、基台部上に立ち上がり片を対向して立設され、中央部に溝が形成された左右の
板状の壁材からなり、
シート受部が、柱状部を形成する左右の壁材から連続しており、中央部の溝より大きな間
隔を有し、上端部がシートを支持する受け部を構成しており、
基台部の湾曲空間は、温室の既存のシート固定具のシート押さえ材を被覆する大きさに形
成されているとともに、既存のシート固定具のシート押さえ材の表面に突出したビス頭を
収納する大きさに形成された中央湾曲部と、該中央湾曲部に連続して形成された既存のシ
ート押さえ材の側縁に当接する受け湾曲部を備えていることを特徴とする複層化支持材。
【請求項２】
  湾曲空間を構成する基台部の内面には、複数本の浅い溝が形成されていることを特徴と
する請求項１記載の複層化支持材。
【請求項３】
  シート受部の間隔はビスの頭部の幅よりも大きく、柱状部の溝はビスのねじ部の径より
も小さく設定されていることを特徴とする請求項１または２に記載の複層化支持材。
【請求項４】
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  アルミニウム押し出し成形材であることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の
複層化支持材。
【請求項５】
  請求項１～４のいずれかに記載の複層化支持材と、該支持材の上方を被冠するシート押
さえ材とを備えたシート固定具であって、
シート押さえ材は、横断面形状において、複層化支持材のシート受け部の外形よりも大き
な下面を備え、両側が下方に屈曲した脚部を備えていることを特徴とするシート固定具。
【請求項６】
  既設のシート張設温室の上に新たにシートを張設する温室の改造方法であって、
既存のシート押さえ材の上に、請求項１～４のいずれかに記載の支持材をビスで固定し、
該支持材の上に新しいシートを載せ、その上に請求項５記載のシート押さえ材を被せ、該
シート押さえ材の上からビスで固定することを特徴とする温室の改造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、栽培用温室に関する技術である。特に、農業用温室の屋根などに張るシート
の張設技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　温室栽培は、施設農業として、注目されており、普及している。
　特に、日本農業の抱える構造的課題、農業の再生、競争力強化が求められている。農商
工連、六次産業化、ＴＰＰ、企業の参入など変革点にある。市場から農業の産業化として
、品質の安定化、出荷数量の安定化、周年供給など要素の充足が求められている。農産物
を生産し供給サイドから見ると、このような３要素を充足することができれば、安定した
売り先（市場）を確保でき、経営の安定化を計ることができるようになって、家業から事
業へ転換でき、産業として成長することが期待できる。
　温室栽培は、天候変動の影響を緩和して、栽培環境をコントロールし、計画栽培、出荷
の手段として有効である。農業の課題を解決する技術的に有効な手段の1つである。
【０００３】
　従来、シート状の温室用フィルムを張設して構成する温室は、その骨組にフィルム受部
材を設け、このフィルム受部材上に温室用フィルムを押さえ部材により押さえ込んで固定
している。
　温室用フィルムとして、ポリエステルフィルム、フッ素フィルムなどの硬質フィルム又
は塩化ビニルフィルム、ＰＥＴフィルム等のポリオレフィン系フィルムなどの軟質フィル
ムがある。それぞれ特質に応じて使用されている。
【０００４】
　フィルムシートを一重あるいは二重、三重に張設した温室が提案されている。フィルム
シートの張設手段は各種提案されている。
 たとえば、ビニールハウスの骨組であるＣ型チャンネル上にこれとクロスする方向に水
平フレームが載置されており、この水平フレームは突出した２片によって形成された溝を
備えたシート止め具を構成し、このシート止め具に硬質シートを載せ、その上から押さえ
材を載せ、ビスを用いて止め具に固定するシート張設方法が用いられている。
　特許文献１（特開平５－１２３０５９号公報）には、シート受部材のシート受面より広
幅とした挟着部と、シートの挟着時、シートを押圧する押圧脚部とから構成して、押圧脚
部の挟着部に対する突 出高さを、シートの挟着時、シートに０．７％以上の伸び率を与
える高さとすることにより、シートの挟着時、シート５に０．７％以上の伸びを与えるこ
とができ、シートを冬期に張設した場合でも、夏期において前記シートが熱膨張により伸
びる伸びを、シートの張設時シートに与えた伸びにより吸収 し、シートに皺やたるみが
生じるのを防止する温室用シートの押さえ部材を用いた固定具が開示されている。この押
さえ部材によって、太陽の自然光線を十分通し、かつ、耐候性のよいフッ素系樹脂フィル
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ムから成るシートを用いながら、使用温度範囲で気温上昇があってもシートに皺やたるみ
が生じるのを防止できると記載されている。
　特許文献２（特開平６－１４６５６号公報）には、施設園芸用ハウスの骨組に取付けら
れるフイルム固定治具のフィルム固定部材の断面構造において、巾長／深長の比率が１～
１０の範囲にあるフィルム固定部材が開示されている。このフィルム固定部材によって、
長期間に渡って、農業用フィルム全体に皺が発生することなく均一に展張固定することが
可能である旨記載されている。
　これら紹介したシートの張設は、主にフッ素樹脂シートなどの硬質シートに適した方法
である。季節の温度変化に伴う伸びを吸収するために、施工時に強制的に伸ばす脚片をも
った押さえ材を用い、高温による伸びを吸収する固定手段を採用している。
【０００５】
　特許文献３（実用新案登録３１５１８８９号公報）には、下層と上層に２層のフィルム
シートを張設する発明が開示されている。一層に形成する場合は上層のフィルムシート固
定機構を採用し、下層フィルムシート層は、別構造のフィルムシート固定機構を採用して
いる。すなわち、特許文献３の図３に係る二層構成は次のようになっている。
　チャンネル材の上に上部開口部を狭く形成した断面略凹形状の下部フィルム固定具をビ
スで固定し、この上に透明なフィルム７を張り渡し、レール溝内にフィルム７を挿入して
、波形の押えスプリングで押えて下層のフィルム層を形成する。この後、上部フィルム固
定具をビスで下部フィルム固定具の上に取付けてから、レールの上を覆うように透明なフ
ィルムを張り渡し、レール溝内にフィルムを挿入して、波形の押えスプリングで押えて上
層のフィルム層を形成する。この後、押えカバーを被せて上部フィルム固定具に係止する
。この構造は、上、下層のフィルム層の２層構造にして、この間に断熱空間部２３が形成
されているので、気温の高い夏期でも断熱効果が優れており、小型の冷房機器を設置して
も十分な冷房効果が得られ、また気温の低い冬期間においても、大幅に省エネルギー化を
図ることができる。更に断熱空間部 が形成されていることにより、上層のフィルム層の
内面での結露の発生が少なくなり、太陽光線の入射が妨げられにくくなる。また図示しな
いポンプから 断熱空間部内に空気を供給する場合、内圧の上昇による押えカバーの外れ
を防止することができる。更に屋根面が１層フィルムの既設のハウスも、上部フィルム押
さえ材を取付けることにより容易に２層構造に改造することができる。
　特許文献４（特開２００７－３３０２１３号公報）には、フィルムシートを調節した屋
根の上方に、先行するフィルムシート固定具に下部側が開口した「コ」字状支持材を取り
付け、その支持材に３層にフィルムを張った方形ユニットパネルを設けて、複層化した発
明が開示されている。この特許文献に記載された先行発明を図５として示す。なお、この
図５は、特許文献４の掲載を引用したものであって、符号は当該文献表示そのままであり
、本発明の符号とは関係ない
【０００６】
　特許文献５（実用新案登録３１５５５２６号公報）には、母屋材、桟材に対してネジ止
め固定された垂木材と、この垂木材の上部にネジ止め固定される複層用押さえ材と、この
複層用押さえ材の上にネジ止め固定される押さえ材とからなる二重張り固定部材を用いて
、硬質フィルムを二重張りする発明が開示されている。既存の一重張りは、複層押さえ材
が無く、垂木材の上にフィルムシートを載置し押さえ材をネジ止めする構造であり、既存
のハウスを複層化するときは、押さえ材を取り外して複層押さえ材を介して内面側のフィ
ルムを張設し、外面側のフィルムをセットして押さえ材と複層押さえ材とで張設すること
が開示されている。この特許文献に記載された先行発明を図６として示す。なお、この図
６は、特許文献５の掲載を引用したものであって、符号は当該文献表示そのままであり、
本発明の符号とは関係ない
【０００７】
　このような二重、三重にフィルムシートを張って形成した層の間の空間は、断熱の機能
を発揮し、エネルギー効率や環境コントロール、結露対策となる。
　特許文献６（特開２０１０－１２４７１７号公報）には、フィルムシートを３層に張っ
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て、断熱層を２層形成した温室が開示されている。屋根などの骨組みとなるフレームの上
にフィルムシートを支持する固定レールを３段に設け、各段にフィルムシートを張り、一
番上にフィルム押さえカバーを設けてビスで止める。この文献には、新設の温室以外に既
設の温室にも適用できる旨記載されているが、フィルム押さえカバーを一旦はずし、その
上に、下の層と同じ構造の固定レールを直に取り付ける構造である。
　特許文献４、５、６には、既存の温室を改造できる旨も記載されているが、これらは、
少なくとも、既設のシート張りの一番上のフィルムシート押さえカバーを取り外す作業が
必要である。
【０００８】
　既存の温室のシートを二重化する技術は、シート押さえ材を外し、その上に構築するも
のが提案されている。フィルムシート押さえカバーをはずす作業は、不安定な足場作業が
増え、既存のフィルムシートを破損する危険がある。取り外し作業は、作業工程が必要に
なるのみならず、損傷の危険があり、工期、費用のなどの面でも増加要因である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平５－１２３０５９号公報
【特許文献２】特開平６－１４６５６号公報
【特許文献３】実用新案登録３１５１８８９号公報
【特許文献４】特開２００７－３３０２１３号公報
【特許文献５】実用新案登録３１５５５２６号公報
【特許文献６】特開２０１０－１２４７１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、既存の温室のフィルムシートの上に新たにフィルムシートを張設する際に使
用する支持材を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
１．基台部、柱状部、シート受部を備えた複層化支持材であって、
複層化支持材は横断面形状において、
基台部が、下方に湾曲空間を備えた板状の拡幅部材からなり、
柱状部が、基台部上に立ち上がり片を対向して立設され、中央部に溝が形成された左右の
板状の壁材からなり、
シート受部が、柱状部を形成する左右の壁材から連続しており、中央部の溝より大きな間
隔を有し、上端部がシートを支持する受け部を構成しており、
基台部の湾曲空間は、温室の既存のシート固定具のシート押さえ材を被覆する大きさに形
成されているとともに、既存のシート固定具のシート押さえ材の表面に突出したビス頭を
収納する大きさに形成された中央湾曲部と、該中央湾曲部に連続して形成された既存のシ
ート押さえ材の側縁に当接する受け湾曲部を備えていることを特徴とする複層化支持材。
２．湾曲空間を構成する基台部の内面には、複数本の浅い溝が形成されていることを特徴
とする１．記載の複層化支持材。
３．シート受部の間隔はビスの頭部の幅よりも大きく、柱状部の溝はビスのねじ部の径よ
りも小さく設定されていることを特徴とする１．または２．に記載の複層化支持材。
４．アルミニウム押し出し成形材であることを特徴とする１．～３．のいずれかに記載の
複層化支持材。
５．１．～４．のいずれかに記載の複層化支持材と、該支持材の上方を被冠するシート押
さえ材とを備えたシート固定具であって、
シート押さえ材は、横断面形状において、複層化支持材のシート受け部の外形よりも大き
な下面を備え、両側が下方に屈曲した脚部を備えていることを特徴とするシート固定具。
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【００１２】
６．既設のシート張設温室の上に新たにシートを張設する温室の改造方法であって、
既存のシート押さえ材の上に、１．～４．のいずれかに記載の支持材をビスで固定し、該
支持材の上に新しいシートを載せ、その上に５．記載のシート押さえ材を被せ、該シート
押さえ材の上からビスで固定することを特徴とする温室の改造方法。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の複層化支持材を用いることにより、既存の温室のフィルムシートの上に新たに
フィルムシートを張設することができる。特に、既設の構造物を取り外すことなく、新設
することができる。
　本発明の複層化支持材の下縁が湾曲部に形成されているので、既存の各種のシート固定
具に被冠でき、左右の当接部とビスにより、３点で固定され、強固で安定した固定が実現
できる。中央の湾曲とその外側に受け湾曲を形成されたことにより、サイズの異なる既存
のシート押さえ材に対応できる。さらに、複数の浅い溝形成された下縁は、既存のシート
押さえをしっかりホールドできる。溝の形成範囲は、下縁の一部から全体まで任意に設定
できる。
　すなわち、本発明は、基台部の中央部は、既存のシート固定具の表面に現れているビス
頭を収容でき、その両側に形成された湾曲部は、大きさの異なる既存のシート押さえ材の
側辺に当接することができ、多種のシート固定具に対応できる。
　特に、シートを１層備えた旧式の温室を２層化して、断熱層を形成し、省エネ、結露の
解消、環境コントロールが容易な温室に改造される。例えば、硬質シートでは寿命が１０
年程あって、この張り替えに時期に合わせて、複層化していたが、本発明は、１０年未満
であっても改造できる術を提供する。この結果、栽培コストの低減、周年栽培化を促進し
、日本の農業の産業化、競争力強化に貢献できる。 
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の複層化支持材の例を示す。
【図２】図２は、既存のシート張設例を示す。
【図３】図３は、本発明の複層化支持材の使用例を示す。
【図４】図４は、シートを敷設する施工の一般例を示す斜視図である。
【図５】図５は、従来例である特許文献４に開示された複層構成の例を示す。
【図６】図６は、従来例である特許文献５に開示された複層構成の例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明は、既存の温室のシートの上に新しいシート敷設する際に用いる新設シートの受
けフレームとなる複層化支持材である。基台部、柱状部、シート受部の３つの部分から構
成される。この複層化支持材は横断面形状を共通する垂木状の長尺材である。
　基台部は、既設のシート固定具の上に被冠して、既設の固定具の上面にビス頭が突出し
ていても収容する空間と固定具の上面に載置されるシート押さえ部材の幅よりも大きな間
隔を持った湾曲拡幅部を形成している。全体的にアーチ状の湾曲面であり、既設の固定具
の形状や大きさに違いや変形があっても、柔軟に対応でき、両側で当接することができる
。また、上方からビスを打ち込み、既設の固定具に固着される。この両側の当接とビスに
よる３点支持により、本発明の複層化支持材は強固に安定した支持力を発揮する。
　柱状部は、基台部の上に設けられており、形成する断熱層の厚さを確保する高さを備え
た連続壁である。２枚の板状体が間隔を空けて配置されている。間隔は、ビスのネジ部の
径よりも小さく、外幅は打ち込まれたビスのネジ部の径よりも大きくなるように設定され
る。
　シート受部は、柱状部から連続した２枚の板状材で構成され、柱状部の上端から屈曲し
て広がった間隔を持った上方が開口しており、上面がシート受け部を構成する。開口部の
間隔は打ち込むビスの頭を収容する幅に設定されている。この開口にビスを打ち込み頭部
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を屈曲部に当接させる。ビスのネジ部は柱状部の溝間を通過して既設のシート固定具を貫
通させることにより、複層化支持材を既存の固定具に固着する。シート受部は、シートを
傷つけないように滑らかに形成されており、アール面、面取り平坦面など適宜の形状であ
る。
　さらに、両側に下方に屈曲した脚部を備えたシート押さえ材（シートカバー）と組み合
わせて、新設するシート固定具を構成する。複層化支持材に新しいシートを載せて、シー
ト押さえ材を被冠し、その上からビスを打ち込んでシート押さえ材を複層化支持材と一体
化する。シート押さえ材の中央下部は飛び出した円弧状部を備えることができる。この飛
出し円弧状部によって複層化支持材のシート受面に当接したシートは、下方に傾斜し、シ
ートの通過ラインは「Ｍ」字状となる。シートは複層化支持材の上端で屈曲し、下方に向
かうこととなって、シートに摩擦係止力が大きく働き、シートを保持し固定する機能を発
揮する。伸縮の調整機能は、シート押さえ材の脚部による引き伸ばしによって発揮される
。
　既存の固定具において、幅や上方の形状が大きく異なる種類を類型化して、類型化別に
本発明の支持材の態様を揃えることにより、少ない種類で既存のシート固定具に対応でき
る。
【００１６】
　複層化支持材の材質は、アルミニウムやステンレスなどの鉄系が用いられる。アルミニ
ウムは押し出し成形による型材を用いることができる。鉄系は、折り曲げ加工による成形
を用いることができる。アルミニウムは精度が良好である。鉄系の素材は、現場加工性が
高く、既存のシート固定具に変形などがあっても、現場でその部分の開きを大きくするな
ど加工して対処することができる。
　シート材料は、温室に通常使用するフィルムシートを使用することができる。本発明の
複層化支持材および固定具は硬質系シートに適した構造に形成されている。一般的に使用
されている温室用フィルムシートとして、具体的には、ポリエステルフィルム、フッ素フ
ィルムなどの硬質フィルム又は塩化ビニルフィルム、ポリエチレンフィルム等のポリオレ
フィン系フィルムなどの軟質フィルムなどがある。
【実施例】
【００１７】
　本発明の一実施例を示す図１乃至図３を参照して、本発明の複層化支持材および固定具
、使用方法について詳細に説明する。
　図１は、複層化支持材１の例である。複層化支持材１は、基台部１２とその上に設けら
れている柱状部１１と柱状部１１に連続して外方向に屈曲して上方に延出したシート受部
１４から構成される。複層化支持材１は、共通の断面形状を有する長尺材である。温室の
サイズ、使用箇所に応じて切断あるいは直接に並べて使用される。以下の説明は、主に横
断面に基づいて説明する。
【００１８】
　基台部１２は、下方に開放空間を形成する湾曲状の板状部材である。湾曲部は２段に形
成され、下部張り出し部１７と下部張り出し部１７から下方に屈曲して伸びる下片１８に
よって中央湾曲空間５１が形成され、下片１８から側方に張り出した基礎部１３によって
受け湾曲空間５２が形成される。中央湾曲空間５１は、既設のシート固定具の上面に突出
しているビスの頭を収容する間隔を備えている。中央湾曲空間５１に連続して左右に設け
られている受け湾曲空間５２ａ、５２ｂによって形成される空間は、既設の固定具の上側
縁に当接する間隔を備えている。基礎部１３の受け湾曲空間に面する拡幅下縁部１５には
、鋸歯状の凹凸を設けると、係止力が大きくなる。凹凸は長手方向に平行に設けると位置
決めに有効である。鋸歯状の凹凸は、湾曲している下縁部の一部あるいは全体に設けるこ
とができる。既存のシート押さえの側縁部に接触する部分に存在すると係止力が強い。例
えば、特許文献１に開示された発明で使用されている上端に突起を備えたシート押さえ材
のような既存の押さえ材に対しても、しっかりと係止することができる。
【００１９】



(7) JP 5992011 B2 2016.9.14

10

20

30

40

50

　柱状部１１は、基台部１２の上面に２つの板状材が間をあけて立設されている。２つの
板状材の間隔はビスのネジ部の径よりもやや狭い幅の溝５３を形成している。柱状部の外
幅はビスの溝５３に挿入されたネジ部の径よりも大きく設定される。柱状部は断熱層の間
隔を確保してシートを支える機能とビスを固定する機能を果たしている。なお、この溝に
侵入するビスは、複層化支持材を既存のシート固定具に固定するために打ち込まれるビス
と、本発明の複層化支持材を利用して新たに敷設するシートのシート押さえ材を固定する
ために打ち込まれるビスの２種類がある。
【００２０】
　シート受け部１４は、柱状部１１から連続して上方に延出している。柱状部１１の上端
から外側へ屈曲した上部張り出し部１６、さらに上部張り出し部１６から屈曲して上方に
伸びる上片１９から構成されている。上片１９の上面はシート受面２０を形成する。上部
張り出し部１６は、ビスの頭を受け止める段部を構成する。柱状部から連続する板状材に
よって形成される間には上部拡幅空間５４が形成されている。この上部拡幅空間５４の間
隔は、ビスの頭の径よりも大きく形成される。　シート受面２０は、シートにダメージを
与えないような滑らかな面に仕上げられる。シート受面は、曲面、あるいは、面取りされ
た平坦面に形成されても良い。
【００２１】
　複層化支持材１は、全体が一体化形成されることが望ましい。左右対称の横断面に形成
されている。左右の部材をそれぞれ「○○ａ」、「○○ｂ」と枝符号を付与して表現する
。
　複層化支持材１は、アルミニウム材を押し出し成形して作成する。あるいは、ステンレ
スなどの鉄系の板材を折り曲げ加工して作成することができる。アルミニウム製は高精度
や変形耐性に優れている。鉄系は柔軟性が高く、現場加工性に優れている。既存のシート
固定具に変形などがあった場合、基台部を変形させて対処することも可能である。
【００２２】
　本実施例の複層化支持材１を使用した例を図３に示す。図２に示す既存のシート固定の
上に新たにシートを張った状態が図３に示されている。
　図２に示す既存の温室は、垂木状の固定部材２の上方にシートＡ７１を載置し、その上
にシートカバーＡ３を被冠してビスＡ６１にて固定した固定構成である。固定部材２は、
取り付けられる屋根部材に固定する水平に伸びる取付片部２１と該取付片部２１から垂直
に上方に屈曲した立ち上がり片部２２、立ち上がり片部２２の上面をシート受部２３に形
成し、立ち上がり片部２２の他方の下端から斜めに係止片部２４を開くように設ける。係
止片部２４の下端は取付片部２１の下面と同水準に設定される。立ち上がり片部２２には
、上方が開口した溝が形成されており、該溝にビスＡのネジ部が挟圧係止される。
　シートカバーＡ３は、便宜上本発明で使用されるシートカバーＢ４と同じ構造を示して
いる。水平部の両側に下方に垂下する脚部を備えており、脚部の下端でシートＡ７１に対
して強制引き伸ばし作用を与えている。水平部の下面中央に凸状部を設けて、シートの方
向を下方に変更している。このシートカバーＡ３の上方からビスＡを打ち込み、固定する
。ビスＡ頭６１ａがシートカバーＡ３の上面に飛び出た状態となる。
【００２３】
　この既設のシート張設状態の上に、新たにシートＢ７２を張った状態が図３に示されて
いる。
　このシートカバーＡ３の上に、本実施例の複層化支持材１を載せ、ビスＢ６２を上部拡
幅空間５４から溝５３を通過させてシートカバーＡ３及び固定部材２に達するようにネジ
部を打ち込み、複層化支持材１を既存のシート固定具に固着する。ビスＢ頭６２ａは、上
部張り出し部１６に圧接される。
　この複層化支持材の上にシートＢ７２を載せ、シートカバーＢ４を被冠し、その上から
ビスＣ６３を複層化支持材１の溝５３に向けて打ち込み固定する。ビスＣ頭６３ａは、シ
ートカバーＢ４の上面に飛び出ている。
　シートカバーＢ４は、平板部４１の両側に下方に屈曲する脚部４２を有している。図２
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、図３には、平板部１１の中央に飛び出した円弧状部４３が形成された例が示されている
が、必ずしも必要はない。円弧状部４３は、やや下方の通過ラインを形成して、シート受
部の摩擦係止力を向上させることができる。
　平板部４１の下面はシート受部の上片１９ａ、１９ｂの上面に形成されたシート受面２
０を収容する幅を備えている。脚部４２の下端は外方向に湾曲してシートＢ７２を案内す
る面を形成している。脚部が下方に垂下する長さは、シートＢに与える強制引き伸ばし量
にとなる。引き伸ばし量に必要な長さを脚長によって適宜設定できる。
　シートカバーＢ４の上面中央には、ビスＣ頭６３ｃを支える台座部を形成することがで
きる。
　シートＢ７２は、脚部の下面から上方に屈曲して複層化支持材１のシート受け面２０に
向けて案内され平板部を経る通過ラインが形成される。
　シートＡ７１とシートＢ７２の間に断熱層８が形成される。
【００２４】
　既存の１層のシート層温室を、断熱層を備えた２層のシート層の温室に改造することが
できる。さらに、３層のシート層温室に改造することも可能である。
　本実施例の複層化支持材は、基台部の下面が外側に開いた湾曲状を形成しているので、
幅の異なる既存のシートカバー（シート押さえ材）に対しても、被着することができる。
特に、鋸歯状の平行溝を形成してあるので、ずれずにしっかりとした位置固定ができる。
複層化支持材に上部拡幅空間を設け、ビスＢの頭を収容できるようにしたので、ビスＢの
頭が飛び出さずに複層化支持材を固定でき、シートＢの敷設の障害とならない。
【符号の説明】
【００２５】
１　　　複層化支持材
１１　　柱状部
１２　　基台部
１３　　基礎部
１４　　シート受部
１５　　拡幅下縁部
１６　　上部張り出し部
１７　　下部張り出し部
１８　　下片
１９　　上片
２０　　シート受面
 
２　　　固定部材（垂木）
２１　　取り付け片部
２２　　立ち上がり片部
２３　　シート受け部
２４　　係止片部
 
３　　　シートカバーＡ
３１　　平板部
３２　　脚部
３３　　円形凸部
 
４　　　シートカバーＢ
４１　　平板部
４２　　脚部
４３　　飛出し円弧状部
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５１　　中央湾曲空間
５２　　受け湾曲空間
５３　　溝
５４　　上部拡幅空間
 
６１　　ビスＡ
６１ａ　ビスＡ頭
６２　　ビスＢ
６２ａ　ビスＢ頭
６３　　ビスＣ
６３ａ　ビスＣ頭
 
７１　　シートＡ
７２　　シートＢ
 
８　　　断熱層

【図１】 【図２】
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